
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
4 * 4 7 3 8 0 0 2 3 1 4 0 1 1 0
6 * 2 4 7 8 0 0 3 1 3 4 1 0 1 1
10 * 0 1 2 6 0 0 0 0 2 2 1 2 0 0
11 * 0 1 5 9 0 0 1 3 3 6 0 1 0 0
17 * 1 4 6 15 0 0 0 1 4 5 0 5 2 0
8 0 0 1 2 5 1 1 0 3 5 8 1 0 0 0
9 0 0 0 1 1 1 2 3 0 1 1 0 0 1 0
14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
15 0 3 5 2 5 0 0 0 0 4 4 0 0 0 0
16 0 0 1 2 3 0 1 1 1 0 1 1 1 0 0
18 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 3 6 5 12 0 0 0 1 1 2 0 1 0 0
11 * 0 4 2 10 0 0 0 0 3 3 0 2 0 0
34 * 0 0 10 15 0 1 5 4 6 10 1 0 0 0
73 * 1 2 2 10 0 0 1 2 0 2 3 3 1 0
77 * 2 8 1 4 0 0 4 0 0 0 2 2 0 0
8 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
27 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
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須川 陽介 18 24
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２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2013.09.29
大阪教育大学開始時間 10:00

会　　場 大阪商業大学体育館

大阪教育大学
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男子

戦評
大阪教育大学と関西外国語大学の両チームは上位リーグにはいるための大事な一戦となった。前半、互いに決定的
な瞬間がなく均衡した試合となった。後半に入り、大教大は得意のアウトサイドシュートが爆発し、その勢いのまま試
合の主導権を握り続け、関外大は一歩及ばず、対する大教大は貴重な白星となった。
第1ピリオド、大教大はゾーンディフェンス、関外大はマンツーマンでスタートする。立ち上がり、大教大#17安部が
シュートを決め主導権を握る。しかし関外大も、#34原田のインサイドプレイで踏ん張り点差を広げさせない。その後大
教大はリバウンドやルーズボールなどで得点を伸ばし、関外大は#3北野の3Pシュートでなんとか凌ぎ、21-26と大教
大がリードで第1ピリオドを終えた。
第2ピリオド、関外大は大教大のターンオーバーなどのミスから確実に得点を伸ばし、一時は逆転するも、大教大もし
ぶとく#6山野のリバウンドなどですぐさま逆転する。その後も大教大#6山野の２本連続3Pシュートなどで流れを掴み、
たまらず関外大はタイムアウトを要求する。タイムアウト後、拮抗した試合が続き42-34の大教大リードで前半を終え
た。
第3ピリオド、開始直後、関外大#77林の3Pシュートで一歩抜け出しし好スタートを見せる。その後、関外大が点差を縮
めれば、大教大がすぐさま反撃するという一進一退の攻防が続いた。関外大はここで流れに乗りたいところだが、大
教大#4須川の3Pシュートなどで上手く流れに乗ることができず、関外大はタイムアウトを取る。しかしタイムアウト明け
直後、大教大#16岡島にバスケットカウントを決められ、流れに乗った大教大が64-47の17点リードで最終ピリオドを迎
える。
第4ピリオド、関外大はなんとか流れを掴もうとするが、大教大#4須川の3Pシュートや#6山野のシュートなどで得点を
重ね、最後まで攻撃の勢いがなくなることはなかった。関外大も、#73藤谷や#77林が果敢に攻めシュートを放つがこ
とごとくリングに嫌われ、追い上げもむなしく、92-58で大教大が白星を飾った。
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